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ＢＢＱフェスタ in 南三陸町
　９月10日、宮城県南三陸町にて被災地応援イベント

「ＢＢＱフェスタin南三陸町」を開催した。今回のイ
ベントは、原発事故後風評被害に苦しむ畜産農家への
支援策である「食べて応援しようキャンペーン」の一
貫で、宮城県畜産協会と合同開催した。
　津波で甚大な被害を受けた南三陸町で行われ、会場
となった歌津中学校には、登校した子供たちや近隣の
仮設住宅で暮らす被災者の方々が400名ほど訪れた。
　
　当日は、地元の人に美味しいものを食べて元気に
なってもらおうと、宮城の畜産物（豚肉、ソーセージ、
玉子、ジャージー牛乳、アイスクリームなど）の生産
者が集結し、さらに青森からは青森シャモロック、福
島からは焼きそばなどが持ち寄られ、来場者にふるま
われた。会場からは「久しぶりに美味しいものを食べ
た」「来てくれてありがとう」などの声があがり、笑
顔が見られた。

　また、今回のイベントにはアフリカからの支援もあ
り、多くの在日大使が来場し、ブブゼラの吹き方を教
えるなど被災地の子供たちと交流を図った。

ブブゼラを教える大使たち 「ありがとう」と笑顔がこぼれる 青森シャモロックも大好評 復興は進むも、まだ爪痕が残る

食べて応援しようキャンペーン
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青 森 県 家 畜 市 場 成 績 （ 七 戸 ）

１、販売価格　　　税込み 【子牛】

品　種 性
今　　　回　　　分 前　　　回　　　分 Kg単価

増減頭数 最高価格 最低価格 平均価格 平均日令 平均体重 Kg単価 頭数 平均価格 Kg単価

黒毛和種

【小計】

雄
去 273 589,050 26,250 377,285 302 314 1,202 296 433,693 1,409 -207
雌 176 825,300 207,900 346,261 313 292 1,185 257 340,604 1,198 -13

449 825,300 26,250 365,124 306 305 1,196 553 390,431 1,315 -119
主 49 539,700 179,550 335,657 305 290 1,158 36 367,267 1,280 -122

乳用交雑種

【小計】

雄
去
雌 2 176,400 118,650 147,525 258 271 544

2 176,400 118,650 147,525 258 271 544
主 1 117,600 117,600 117,600 328 346 340

・黒毛和種の取引頭数は449頭で、前回より去勢で23頭減、雌81頭減、全体で104頭減少した。
・黒毛和種の平均価格は、前回より去勢で56千円安、雌で６千円高、全体で25千円安となった。

２、主な種雄牛の販売価格　　　税込み 【子牛】

名　　号
去　　　勢 雌 合　　　計

頭数 平均価格 体重 単価 日令 頭数 平均価格 体重 単価 日令 頭数 平均価格 単価 日令 割合（％）
第1花国 132 383,783 318 1,205 304 119 351,971 294 1,197 314 251 368,701 1,201 309 56.0
北平安 20 373,748 312 1,199 303 13 312,415 289 1,081 319 33 349,586 1,155 309 7.4
第2平茂勝 8 410,419 319 1,288 308 3 303,450 273 1,112 317 11 381,245 1,245 310 2.5
安茂勝 16 395,456 317 1,247 292 13 336,000 301 1,117 307 29 368,803 1,190 299 6.5
第2花国 10 368,130 312 1,182 296 2 281,400 248 1,135 315 12 353,675 1,175 300 2.7
茂勝栄 10 369,180 316 1,167 303 3 287,350 268 1,071 327 13 350,296 1,148 308 2.9
百合茂 8 419,213 321 1,307 290 3 456,050 290 1,574 305 11 429,259 1,375 294 2.5

※10頭未満は省略
総合計 272 377,128 314 1,201 302 0 346,261 292 1,185 313 0 365,002 1,195 306 100.0

・最も取引頭数の多かった種雄牛は「第１花国」で56.0％、次いで「北平安」7.4％となった。
・第１花国の平均価格は369千円で、前回に比べ39千円安となった。単価は1,201円で前回より159円安となった。

１、販売価格　　　税込み 【子牛】

品　種 性
今　　　回　　　分 前　　　回　　　分 Kg単価

増減頭数 最高価格 最低価格 平均価格 平均日令 平均体重 Kg単価 頭数 平均価格 Kg単価

黒毛和種

【小計】

雄 1 189,000 189,000 189,000 296 245 771
去 270 597,450 196,350 410,768 297 306 1,341 273 377,285 1,202 139
雌 189 743,400 122,850 323,067 311 288 1,122 176 346,261 1,185 -63

460 743,400 122,850 374,252 302 299 1,253 449 365,124 1,196 57
主 30 694,050 211,050 347,935 300 280 1,242 49 335,657 1,158 84

・黒毛和種の頭数は460頭で、前回より去勢で３頭減、雌13頭増、全体で11頭増頭した。
・黒毛和種の平均価格は、前回より去勢で33千円高、雌23千円安、全体で９千円値を下げた。

２、主な種雄牛の販売価格　　　税込み 【子牛】

名　　号
去　　　勢 雌 合　　　計

頭数 平均価格 体重 単価 日令 頭数 平均価格 体重 単価 日令 頭数 平均価格 単価 日令 割合（％）
第1花国 158 415,933 309 1,345 299 108 328,203 289 1,135 311 266 380,313 1,263 304 57.8
北平安 15 355,880 287 1,241 302 11 285,409 260 1,099 310 26 326,065 1,184 305 5.7
第2平茂勝 4 397,425 301 1,319 288 9 285,133 278 1,026 314 13 319,685 1,121 306 2.8
安茂勝 18 425,367 308 1,382 293 20 317,048 297 1,068 310 38 368,357 1,220 302 8.3
第2花国 4 397,425 301 1,319 288 9 285,133 278 1,026 314 13 319,685 1,121 306 2.8
茂勝栄 5 425,250 305 1,393 300 5 335,160 310 1,082 305 10 380,205 1,236 302 2.2

※10頭未満は省略
総合計 270 410,768 306 1,341 297 0 323,067 288 1,122 311 460 374,252 1,253 302 100.0

・最も取引頭数の多かった種雄牛は「第1花国」で57.8％、次いで「安茂勝」8.3％となった。
・第1花国の平均価格は380千円で、前回に比べ11千円安となった。単価は1,263円で前回より21円安となった。

子牛　市場成績表 【開催日　23年8月12日】

【開催日　23年9月9日】� 次回開催日は10月7日（金）です。
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＋マルキンの運用改善（全国）
　・毎月払い
　・４～６月分の前倒し

※検査の結果、暫定規制値を超過した場合は、
　実質買い上げ処分

②　価格下落分を支援

出荷（と畜時）

（独）農 畜 産 業 振 興 機 構

県 関 係 団 体

③　政府支持による出荷制限県に対しては
　　県関係団体による出荷遅延牛の実質買
　　い上げも支援（青森は対象外）

青森県の肥育農家
①　飼育するすべての肥育牛×１頭当たり
　　５万円を支援（貸付）
　　＜対象牛の販売時に返還＞

返還支援

返還原資

返
還

支
援

青 森 県 畜 産 協 会

返還原資

（独）農 畜 産 業 振 興 機 構

生 産 者 補 助 金 　 交 付 状 況
○肉用子牛生産者補給金交付状況（23年８月10日交付）

品　種　区　分 黒毛和種 褐毛和種 その他肉専用種 乳　用　種 乳用交雑種
保 証 基 準 価 格 310,000円 285,000円 204,000円 116,000円 181,000円
合理化目標価格 268,000円 247,000円 142,000円 83,000円 138,000円

平成23年度
第１四半期 

（４月～６月）

平均売買価格 400,700円 324,700円 177,500円 91,800円 259,500円
交 付 単 価 － － 26,500円 24,200円 －
交 　 付 　 額 － － 1,219,000円 24,998,600円 －

○肉用牛繁殖経営支援事業支援交付金交付状況
品　種　区　分 黒毛和種 褐毛和種 その他肉専用種
発　動　基　準 380,000円 350,000円 250,000円
保 証 基 準 価 格 310,000円 285,000円 204,000円

平成23年度
第１四半期 

（４月～６月）

平均売買価格 400,700円 324,700円 177,500円
交 付 単 価 － 18,900円 34,500円
交 　 付 　 額 － ０円 1,587,000円

○ 養豚経営安定対策事業　補てん金交付状況
保証基準価格 枝肉平均価格 補てん金単価 補てん金交付額

平成23年度　第１四半期
（４月～６月） 460円／kg 487円／kg ０円／頭 ０円

○肉用牛肥育経営安定特別対策事業（新マルキン事業）の交付状況
肉専用種 交雑種 乳用種 交付日

平成23年度　第１四半期
（４月～６月） 36,400円 69,200円 69,800円 ８月11日

平成23年度　７月期 74,200円 99,400円 59,300円 ９月16日

肉用牛肥育経営緊急支援事業がスタート
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肥育牛の緊急支援事業始まる

十和田市公共牧場再生協議会先進地研修会

堆肥展示会で耕種農家へＰＲ

第24回東北馬力大会　七戸大会

　８月30日に肉用牛肥育経営安定特別対策事業（新マルキン事業）、
肉用牛肥育経営緊急支援事業についての推進会議を開いた。緊急
支援事業は東京電力福島原子力発電所事故等によって悪化した肥
育農家の経営を支援するため、肥育牛１頭あたり５万円を支援し、
販売した際又は賠償金の受取り時に精算することを基本とした新
規事業である。この事業は新マルキン事業の加入・非加入にかか
わらず参加できるため、JA関係他、各市町村担当者も参集した。
　事業対象年間が12月31日までと限られているので、県内すべて
の肥育牛農家への周知徹底を図り、支援金の早期交付のために関
係者に協力をお願いしたい。

　十和田市に８つある公共牧場の様々な問題の解決と、
今後の公共牧場の利用方法や運営方針を検討するべく
平成22年度に設立された十和田市公共牧場再生協議会
の平成23年度の先進地現地研修会（８月25日）である。
　今年度は、北里大學の北海道八雲牧場と八雲町立牧
場での研修を実施したものである。どちらの牧場も草
地の維持管理に化成肥料に頼らず、同牧場で飼養され
ている牛からの堆肥のみでの草地維持管理に10年近く
前から実践しておられ、資源循環型牧場として注目さ
れていることから、今後の牧場の管理に一考するに値
するものと思われる。

　８月25日弘前市、９月６～７日黒石市において、「あおもり畜産堆肥展示会
2011」を開催し、県内の畜産農家が生産した堆肥のPRを行った。来場した耕
種農家からは、堆肥の選び方や使い方についての質問があり、堆肥を使った土
づくりの大切さを再認識していた。展示した堆肥には、値段や成分量、生産者
の連絡先などが書かれた生産情報がついており、持ち帰る農家もいた。
　「堆肥は使いたいけど、まくのが大変」など意見があり、散布機械の整備や
労働力の確保の要望があった。

　９月11日、七戸町で行われた馬力大会を取材した。
　午前８時スタート！時より大雨に見舞われたが、人馬一体の力強い
走りに沢山の来場者からは盛んな拍手が送られていた。
　七戸町は馬産地として有名で、毎年春と秋の２回開催され、東北有
数の馬力大会となっている。搬送トラックは北海道、岩手、秋田、宮
城ナンバーも見られた。力強い農耕馬が重りを乗せたソリを引く競争
に、会場が一体となり歓声が上がった。あまりの迫力に見入ってしま
い、写真を撮るのを忘れる程であった。
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第８回青森県肉用牛・農用馬共進会・乳用牛共進会　開催

むつ市永下牧場での草地簡易更新

十和田地域で腑存量調査を実施

　平成23年９月３日、第８回青森県肉用牛・農用馬共進会及び乳
用牛共進会が七戸町の青森県家畜市場構内において開催されまし
た。昨年は口蹄疫の影響により中止となったため、１年ぶりの開
催となりました。
　気温30度を越える真夏日となったこの日には、県内の畜産農家
が育てた黒毛和種、日本短角種、ホルスタイン種、農用馬合せて
158頭が出品され、日頃の飼養管理技術を競い合いました。
　青森県産業技術センター畜産研究所の金澤審査委員長らによる
厳正な審査の結果、東通村の竹林竹光氏出品「あんり」号（肉用
牛の部）と、三沢市の梅津誠氏出品「ミスビードルアドベントハッ
ピー」号（乳用牛の部）がグランドチャンピオンに輝きました。

　８月10日、十和田市において「十和田地域エコフィード推進協議会」の総会
を開催した。当協議会は昨年、十和田市において給食センターや飲食店、工場
などから排出される食品残さの腑存量調査を実施したが、目標回収量の確保が
困難であるとの結果が出ていた。今年度は五戸町、六戸町、新郷村などに範囲
を広げ、調査を実施することで合意した。

　草地の経年化に伴い、雑草の繁茂などにより草量は低下して
いくのが常である。これを改善するためには、定期的な草地の
更新作業が必要となってくるが、近年大型作業機によらず、土
量の移動も少なくてすむ環境にやさしく、経費も余り掛からな
い簡易更新機が各メーカーから発売され主流となりつつある。
  当協会も数年前から、各メーカーとの協力のもと、その普及
と技術啓蒙に努めてきたところであり、今回はむつ市の協力を
得ての実施となったものである。（７月６日、９月12日）
  今回は、タイプ別に二機種を使っての播種作業となり、結果
が待たれる。

肉用牛の部グランドチャンピオン受賞
「あんり」と竹林竹光氏

乳用牛の部グランドチャンピオン受賞
「ミスビードルアドベントハッピー」と梅津誠氏

黒毛和種の部 日本短角種の部

農用馬の部 褒賞授与式
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　東京電力福島第１原発事故による放射性セシウムで汚染されていた可能性がある稲わらが本県でも流通し、こ
の風評被害により牛肉や肉牛の価格下落などを受け、県内の畜産団体において事務レベルで会議を開催し東京電
力㈱への損害賠償請求を視野に情報交換や対応を検討してきた。
　東京電力㈱福島第１原子力発電所事故の風評被害については、文部科学省の原子力損害賠償紛争審査会が８月
５日の中間指針示で、本県産の牛肉が賠償の対象となったことから、県内農協グループが８月12日に「東京電力
福島原発事故農畜産物損害賠償対策青森県協議会」を設立した。
　これを受け畜産団体は、県内農協グループと連携して窓口を「損害賠償対策青森県協議会」に一本化し、県内
全ての畜産農家を網羅して賠償請求を行うこととした。
　当面は、中間指針示で示された７月８日出荷以降の牛肉を対象として、第１回目として７・８月分の賠償請求
額を10月14日までに取りまとめる。

⑴　提出書類
　①　委任状（振込先口座）……「損害賠償対策青森県協議会長あて」
　②　農家別家畜資産台帳
　③　証拠書類……�牛個体識別情報、子牛の購入伝票等、黒毛和種子牛登記簿、授精証明書（交雑種の場合）、

牛枝肉販売明細書（仕切書）、放射線検査領収書など（写し）
⑵　提 出 先……農業協同組合、畜産団体（県畜連、畜産農協、全開連青森事業所、配合飼料基金協会）
⑶　提出期限……10月14日（損害賠償対策青森県協議会まで到着）

東京電力福島原発事故の風評被害に係る賠償請求について

　青森県では現在、「日本一健康な土づくり運動」を展開している。近年、農産物の価格低迷による所得の低
下に加え、農業者の高齢化・労働力不足や使いやすい化学肥料の普及とも相まって、土づくりに対する農業者
の意欲が減退してきている。
　また一方で、畜産農家では堆肥の生産に取組んでいるものの、品質の安定化や利用する耕種農家との連携が
思うように取れないといった課題を抱えている。
　本協議会では、このような現状を改善すべく、耕畜連携の強化を図り、堆肥利用を進めていくためのネット
ワーク体制づくりに取組む。
〈活動内容〉 

　景気後退による畜産物価格の低迷や飼料価格の高止まり、震災による出荷制限など、畜産経営を巡る環境は一
段と厳しさを増しているが、そのような中で経営の活性化に取組んでいる事例を、シリーズで紹介しています。

シリーズ　地域畜産活動の活性化に取組む

シリーズ③　＜あおもり堆肥ネットワーク推進協議会の取組み＞

土づくり研修会 堆肥品評会 堆肥のPR 情報提供
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修学資金制度とは

　牛、豚などの家畜を診療する獣医師（産業動物獣医師）を養成・確保し、家畜の伝染性疾病の予防・ま
ん延を防止のための体制や畜産物の安全確保のための体制を整備するものです。

修学資金制度の概要

１．貸与額　月額10万円以内（私立大学の学生：月額12万円以内）
　（大学卒業後の就業予定先である雇用予定団体と、国が折半して負担します。）
２�．獣医師免許取得後、修学資金の貸与期間の1.5倍の期間、雇用予定団体に就業すれば修学資金の返還
を全額免除

対象となる学生

１．獣医学課程のある大学において、獣医学を専攻する者
２．産業動物獣医師として従事しようとする者

修学資金の１／２を負担する雇用予定団体を募集いたします。産業動物獣医師を確保するため、修学
資金の共同負担（国と折半して負担）をご希望される方は、下記の連絡先までお問合せください。

家畜衛生課　　TEL 017－722－4331　FAX 017－731－1196
　　E-mail　eisei.aotiku@road.ocn.ne.jp

　創刊以来40年以上、畜産総合誌と
して数々の話題、問題の提起をして
きました。経営、技術、流通、時事
など、 毎号特集を組み問題点の掘下
げと追求を行い豊かな内容とわかり
やすい情報を提供しています。

■仕　様　高級発泡シート（ポケット付き）
■サイズ　140mm×80mm
■価　格　840円（消費税込）
　　　　10冊～99冊の一括注文の場合760円
　　　　100冊以上の一括注文の場合670円
　　　　（送料は１冊200円、複数冊320円）

■主な掲載内容
　○ 中央官庁・地方庁・団体・会社・道府県畜産会等の住所録
　○畜産各種統計・主要国の家畜生産状況
　○家畜繁殖関係（受精・妊娠等）
　○家畜改良増殖目標
　○飼養管理、飼料、営農、生産物
　○畜産物の取引規格
　○その他関係資料

ご注文、問合せは総務課まで　TEL　017－723－2523

【価格】

１　部 定価　945円（税込み）＋送料　100円 

６ヶ月 ６,270円（送料込み）

年　間 12,540円（送料込み） 

月刊誌「畜産コンサルタント」
（毎月１日発行）

2012年用　畜産手帳
CHIKUSAN DIARY 2012

中央畜産会刊行図書のご案内

産業動物獣医師修学資金制度
共同負担者を募集しています‼　　
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FAX （017）731-1196
URL　http://aomori. l in.gr.jp　　E-mail  info@aomori. l in.gr.jp

総　務　課　℡（017）723-2523（代）
経営支援課　℡（017）723-2775

家畜衛生課　℡（017）722-4331
価格安定課　℡（017）718-3809

社団法人　青森県畜産協会
〒030-0822 青森県青森市中央二丁目1番15号（畜連ビル）

ビルの上にいる牛が目印です。 MAP

インフォメーション

情報提供：青森県

県産品を使った  こだわりレシピ

〈　作　り　方　〉
１�．ばら肉に塩・こしょうをして小麦粉をまぶし、フライパンで焼き色をつけ、
圧力鍋でやわらかく煮ておく。
２．煮込んだばら肉を一口大に切る。
３．じゃがいも・にんじんをシャトーにむき、じゃがいもは油で揚げておく。
４．にんじん・ブロッコリー・カリフラワーはゆでておく。
５．鍋に切ったばら肉を入れ、シードルを注ぎ１／３まで煮詰める。
６．フォンドヴォーとデミグラスソースを入れ軽く煮詰める。
７�．皿にばら肉を盛り、ソースは濾して仕上げにバターをひとかけ入れて肉の
上からかけ、付け合わせの野菜を飾る。

日本短角牛ばら肉の
シードル煮込み

〈　材　料（４人分）　〉
・ばら肉………………………600ｇ
・じゃがいも…………………８個
・ブロッコリー………………８個
・にんじん……………………８個
・カリフラワー………………８個
・小麦粉………………………適量

〈　調　味　料　〉
・塩・コショウ…………………適量
 ・無塩バター……………………40ｇ
・ニッカシードル・ドライ……400㏄
・フォンドヴォー………………200㏄
・デミグラスソース……………200㏄

…県産品

馬飼養衛生管理技術講習会を開催します
○開催日時：平成23年11月１日（火）12：00～14：30

○場　　所：きざん八戸（八戸市名苗代前田32－１）

○講　　演：「日高管内における馬の疾病治療予防等について」

　　　　　　講師　新冠アニマルクリニック　駒澤　弘義　氏

問合せ：家畜衛生課まで
TEL 017－722－4331
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